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Ⅰ　 緒 言

肝 疾 患 の経 過 中 に肝 組 織 抗 原 に対応 す る抗 体 が 証

明 され るが,そ の本 態 につ いて は 未 だ不 明 の点 が 多

い.

一 方 肝 臓 は蛋 白 代 謝 の 中心 を な し
,血 清 蛋 白代 謝

に重 要 な役 割 を演 じて い る.従 つ て従 来 よ り肝 疾 患

に お け る血 清 蛋 白像 に関 す る研究 は極 めて 多 く,特

に肝 疾 患 に お け るγ-Globulinの 増 量 につ い て に種

々 論議 され て い るが,著 者 は肝 自己 抗 体 と血 清 蛋 白

像 との 関係 につ いて 肝疾 患,主 と して 流行 性 肝 炎,

肝 硬 変 等 につ き観察 し,若 干 の 考察 を加 え た.

Ⅱ　 実 験 方 法ⅰ

. 研究 対 象.流 行 性 肝 炎46例,肝 硬変6例.ⅱ

. 肝 自 己抗 体 の測 定 法.抗 原 には5%正 常人 肝

生 理 的 食 塩 水 抽 出液 を用 い,被 検肝 疾 患 々者 血 清 の

採 取 は早 朝 空 腹 時 採 血 を 行 い,型 の如 く血 清 を分 離

した.

補 体 結 合 反 応 は ア メ リカ 軍 医学 校 法1)に な らっ

た.

iiiⅲ. 血 清蛋 白分 屑測 定法2).小 林式 濾 紙電 気泳 動

装 置 を使 用 し,緩 衝 液 はVeronal緩 衝 液(PH 8.9μ

=0.1),濾 紙 はScheicher & Schull 2043aを 用

い,湯 動 条件 は電 圧150～300 Voltで 電 流3～5mA

で3な い し5時 間 湯動 を実 施 し,泳 動 距 離 は約8cm

と した.

定 量 に はGrassmannのAmidoschwartz 10Bに

よ る染 色 を行 い, Paraffinに 浸 し,小 林 式光 電 光

度 計 によ り測 定, Planimeterで 定 量 した.

ⅳ. 総 蛋 白 量 測 定 法.血 清 総 蛋 白量 の測 定 には

Pulfrichの 浸 漬 屈 折 計並 び にMikrokjeldahl法 を

用 い た.

Ⅲ　実 験 成 績

著者の測定 した健康成人20例(男 子10例,女 子10

例)の 成績は表1の 如 くであつた.

Table 1 Electrophoretic Finding Of Normal 

Human Serum On The Separation With 

Filter Paper Electrophoresis (per cent)

流行性肝炎46例(急 性肝炎28例,慢 性肝炎18例)

について肝自己抗体 と血清総蛋白量との関係をみる

と表Ⅲ,図1の 如 くで,該 抗体陽性例においては血

清 総 蛋 白 量 は6.5～8.5g/dlの 範 囲 に あ り,該 抗

体 陰 性 例 の それ は7.0～8,5g/dlの 範囲 に あ るが,

これ をそ の平 均 値 よ り観察 す れ ば,該 抗 体 陽 性 群 で

は7.4g/dlで 該 抗 体 陰 性 群 は7.7g/dlと な り抗

体 陽 性 群 がや や 低 値 を示 して い る.

Table 2 Liver Autoantibody In Hepatis (46 cases)

次に流行性肝炎において肝自己抗体陽性群と該抗

体陰性群につき血清蛋白分屑像を比較検討すると,

図2に 示す如 く,抗 体陽性並びに陰性各群共に
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Albumin分 屑 は正 常 値 よ り減少 し, Globulin分 屑

が増 量 して い る例 が 多数 を 占 めて い る.又 抗 体陽 性

群 に おい て はAlbumin分 屑 は陰 性 群 に比 較 して,

一 般 に減 少 傾 向 が 強 く, 40な い し45%の も のが 多 数

を 占 め て い る.更 に α 及 び β-

GlobuIinの 各 分 屑 で は抗 体 陽 性 群,

陰 性 群 共 にや や 増 量 す る傾 向 が み ら

れ る が,両 者 の間 には 差 異 は認 め が

た い.γ-Globulin分 屑 に つ い て

は,該 抗 体 陽 性 群 で は γ-Globulin

分 屑 の増 量 す る傾 向 が み られ,多 く

は25～35%以 上 を示 し,該 抗 体 陰性

群 の20～30%で あ るの と比 較 して 明

らか に増 量 が み られ る.

Fig. 1. Total serum protein and liver autoantibody in Hepatitis 

Negative cases 27 Positive cases 16

Fig. 2. Liver autoantibody and serum electrophoretic

 Findings in Hepatitis

Autibody negative cases 28 Antibody positive cases 18

ALB…ALBUMIN β-GL… β-GLOBULIN *AVERAGE

α-FL… α-GLOBULIN γ-GL… γ-GLOBULIN

又各分屑値の平均値を比較 した際

に も,該 抗 体陽 性群 の方 が血清

Albumin分 屑の減少, γ-Globulin

分屑の増量が該抗体陰性群に比較し

て著明であった.

更に流行性肝炎について肝自己抗

体価の消長と血清蛋白分屑像 との関

係を比較 検討 す る と図3に 示す如

く,い つ れの時 期1においても血清

Albuminの 減少,γ-Globulinの 増

加を認めるにとは共通であるが,血

清Albuminは 最高抗体価を示す時

期では,抗 体漸増する時期に比較し

て40%以 下と著減を示す症例が多く

観察 される.にれ に反 し γ-Globulin

の増量は最高抗体価を示す時期に比

較的著明な増量がみられる.抗 体価

が低下ないし消失する時期において

は,γ-Globulinの 増 量程 度もやや

低下の傾向がみられる。又他の分屑

即ちα及ぶ β-Globulinの 態度を観

察すると,α-Globulinは 最高 抗体

価証明時期にむしろ減少する傾向が

みられ,β-Globulin分 屑は著 明な

変動は殆んど認められない.更 にに症

例につき各分屑の平均値をみると,

最高抗体価を示す時期においては,

その前 後の時 期 と 比 較 して血清

Albuminの 減少,α及びβ-Globulin

もむしろ減少傾 向を示 し,γ-Globu

linは やや増量がみられる.

又肝炎の各症例を発病後の経過月数の順に図5に

示 した.即 ち慢性例ほど肝自己抗体価は高価を示す

傾向がみられ,し かも血清 α-Globulinの 増量がみ

られる.
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Fig. 3. Vicissitude of Liver Autoantibody and Serum Electrophoretic

 Finding in Hepatitis

Antibody
Increasing

Stadium(5 cases)

Maximum
Stadium

(9 cases)

Antibody
Decreasing
Stadium(7 cases)

ALB...ALBUMIN ƒÀ-G...ƒÀ-GLOBULIN *AVERAGEƒ¿

GL...ƒ¿-GLOBULIN ƒÁ-GL...ƒÁ-GLOBULIN

Fig. 4. Serum electrophoretic findings in the Cases of 

Livercirrhosis with high Liver autoantibody titer

次 に 肝 硬 変 症 で は 肝 自 己 抗体 と血

清 蛋 白 分 屑像 との 関係 は 図4の 如 く

で 略 々前 述 の 肝 炎 例 と同 様 の傾 向 を

示 して い る.

Ⅳ　 考 按

肝 疾 患 の血 清 蛋 白像 の変 化 で は

γ-Globulinの 増 加 が比 較 的 特 徴 あ

る所 見 と考 え られ て い るが,肝 疾 患

と くにに肝 硬 変 も著 しい γ-Globulin

の 増 加 が み ら れ る し6) 7), Virus性

肝 炎 で も急 性 早 期 に γ-Globulinの

増 加 が み ら れ るが6)8),慢 性 化 す る

に従 い γ-Globulinの 増 加 は一 層 著

明 とな る3) 4) 5) 6) 7) 8).

とこ ろで 肝 疾 患 に お け るγ-Globuo

lin増 加 の 機 作 に つ いて は現 在 迄 種

々の 議 論 が あ り定 説 を み るに 至 つ て

い な い が,肝 障 碍 時 に お け る γ-

Globulinの 増 加 に はZimmerman8)

等 の臓 器 抗 体 が関 与 す るの で はな い

か との 説 が あ る.

著 者 の この 点 に 関 す る前 述 の検 索

で は,肝 自己 抗 体陽 性 例 で は 血 清 総

蛋 白量 は該 抗 体 陰 性 例 に 比 較 して 低

値 を示 す が,血 清 蛋 白分 劃 像 よ り こ

れ を検 討 す る と,該 抗 体 陽 性 例 で は

Albumin,α-及 び β-Globulinは

む しろ減 少 傾 向 で み ら れ る が,γ-

Globulinの 増 加 は 陰性 例 に 比 較 し

て 著 明 な 増 量 が み られ,該 抗体 価 の

消長 に伴 つ て γ-Globulin量 の 増 減

が み られ る.

と ころ で上 述 の 血 清Albuminの

減 少 に つ い て は 著 者 の 取扱 つ た症 例

が 主 と して流 行 性 肝 炎 で あ る こ と

と,肝 に お け るAlbumin生 成 能 は

現 在 ほ ぼ諸 家 に よ り確 認 され て い る

こ と等 よ り明 ら か で あ る.

又 肝 炎,肝 硬 変 等 で γ-Globulin

の 増 加 をみ る例 で はKupffer星 細

胞 の 動 員像 が 著 明 に み とめ られ,

 Szanto,9) 10)等 は γ-Globulin Broi

cher11)の 増 量 とKupffer星 細 胞 と

の相 関 を考 え て お り,教 室 長 島,
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太田12)ら によると肝 炎,肝 硬変等では肝自己抗体

も高率に証明され,又 肝生検像と肝自己抗体の消長

を対比 しての観察では肝自己抗体と星細胞反応 との

間に相関関係をみとめている.

従つて肝炎の γ-Globulinの 増減にともない,肝

自己抗体の消長がみられるという著者の成績は,肝

炎ない し肝硬変における γ-Globulinの 増量の機作

と肝自己抗体生成の機作との間には密接な関係のあ

ることを推定させる.

結 論

主として流行性肝炎症例につき肝組織抽出抗原に

対応する所謂肝自己抗体 と血清蛋白像との関係につ

き検討した結果次の如き結論をえた.

1. 血清総蛋白量の消長は所 謂肝自己抗体陽性例

は該抗体陰性例に比較してやや低値を示 した.

2. 肝自己抗体陽性例では陰性に比較 し,γ-Globu

liAの 著明な増量がみられる.

3. 血清蛋白分屑の推移 では臨床 経過中最高肝自

己抗体価を示 す時 期 にはその前後の時期に比 し,

 Albumin,α-及 び,βGlobulinは むしろ減少傾向を

示 し,γ-Globulinは やや増量 が みとめられ,該 抗

体価の低下ない し消失と共に γ-Globulinは さらに

減少する傾向がみられ,肝 疾患と くに流行性肝炎,

肝硬変等の γ-Globulin増 量の機 昨と肝 自抗体の生

成の機作との間には密接な関係が考えられる.
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Studies on Visceral Antibodies by Paper Electrophoresis

Part 1. Relationship between auto-liver-antibody and 

serum protein picture

By

Yasuhiro Yabe 

From the First Department of Internal Medicine, Okayama University Medical School

(Director: Prof. Dr. K. Kosaka)

In the sutdy on the relationship between the so-called auto-liver antibody that acts against 

the liver tissue antigen and the serum protein picture, mainly in the cases of infectious 

hepatitis, the author arrived at the following conclusions.

1. The total serum protein in the case positive to the so-called auto-liver-antibody is a 

little lower than that in the case negative to this antibody.

2. In the case postive to auto-liver-antibody.ƒÁ-globulin is markedly increased in volume 

as compared with the case negative to the antibody. 

3. As for the changes in the serum protein fractions, when auto-liver-antibody titer is 

at peak in the clinical course, albumin, a-and ƒÀ-globulins rather tend to decrease as com

pared with these before or after such a peak period, while r-globulin shows a slight increase. 

However, along with a fall or disappearance of this antibody titer ƒÁ-globulin shows a decreasing 

tendency. From these results it can be assumed that there is a close relationship between 

the mechanism increasing the content of Y-globulin and the mechanism producing auto-liver

- autibody in hepatitis, especially in infectious hepatitis and liver cirrhosis.


